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Q0001 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント1：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

次の説明に最も合う用語はどれか。情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所
などを一覧化した記録

A. リスク特定
B. リスク評価
C. リスク保有
D. 情報資産台帳

Q0001 正答：D. 情報資産台帳

解説：情報資産台帳は、情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化し
た記録。ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0002 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント2：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

情報資産台帳の説明として最も適切なものはどれか。

A. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
B. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
C. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
D. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

Q0002 正答：A. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記
録

解説：情報資産台帳の要点は「情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一
覧化した記録」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0003 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント3：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「情報資産台帳」である
。

A. リスク特定：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
B. 情報資産台帳：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
C. リスク評価：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
D. リスク保有：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

Q0003 正答：B. 情報資産台帳：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所など
を一覧化した記録

解説：正しい組合せは「情報資産台帳：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所
などを一覧化した記録」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認す
る。

Q0004 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント4：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

「情報資産台帳」は、情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化
した記録。

A. ○
B. ×

Q0004 正答：○

解説：正しい。情報資産台帳は情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一
覧化した記録。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0005 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント5：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

組織が「情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録」た
めに採用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. リスク特定
B. リスク評価
C. リスク保有
D. 情報資産台帳

Q0005 正答：D. 情報資産台帳

解説：この目的に対応するのは情報資産台帳である。情報資産の名称、所有者、重要
度、保管場所などを一覧化した記録という機能・考え方を持つためである。

Q0006 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント6：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

「情報資産台帳」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはど
れか。

A. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
B. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
C. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
D. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

Q0006 正答：A. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記
録

解説：情報資産台帳は情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した
記録。似た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0007 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント7：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

「情報資産台帳」は、リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセス
メントの工程。

A. ○
B. ×

Q0007 正答：×

解説：誤り。記述はリスク特定の説明である。情報資産台帳は情報資産の名称、所有
者、重要度、保管場所などを一覧化した記録。

Q0008 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント8：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

次の状況で中心となる論点はどれか。「情報資産の名称、所有者、重要度、保管
場所などを一覧化した記録」ことが求められている。

A. リスク評価
B. リスク保有
C. 情報資産台帳
D. リスク特定

Q0008 正答：C. 情報資産台帳

解説：中心となる論点は情報資産台帳である。判断では、説明中の目的語と処理の方
向を手掛かりにする。
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Q0009 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント9：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

情報資産台帳は名称だけで判断できるため、対象や目的を確認する必要はない。

A. ○
B. ×

Q0009 正答：×

解説：誤り。情報資産台帳は情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧
化した記録という概念であり、対象・目的・前提条件の確認が必要である。

Q0010 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：情報資産台帳
用語：情報資産台帳の確認ポイント10：情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

情報資産台帳と他の類似概念を区別する際は、「情報資産の名称、所有者、重要
度、保管場所などを一覧化した記録」という定義を基準にするとよい。

A. ○
B. ×

Q0010 正答：○

解説：正しい。情報資産台帳の定義は情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所な
どを一覧化した記録であり、類似概念との区別に使える。
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Q0011 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント1：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

次の説明に最も合う用語はどれか。リスク源、事象、原因、影響などを洗い出す
リスクアセスメントの工程

A. リスク特定
B. リスク分析
C. リスク回避
D. 残留リスク

Q0011 正答：A. リスク特定

解説：リスク特定は、リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメン
トの工程。ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0012 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント2：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

リスク特定の説明として最も適切なものはどれか。

A. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
B. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
C. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
D. 管理策を実施した後にも残るリスク

Q0012 正答：B. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメント
の工程

解説：リスク特定の要点は「リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセ
スメントの工程」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。



情報セキュリティマネジメント試験 問題PDF 7 / 50リスク管理・ISMS 第1巻

Q0013 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント3：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク特定」である。

A. リスク分析：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工
程
B. リスク回避：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工
程
C. リスク特定：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工
程
D. 残留リスク：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工
程

Q0013 正答：C. リスク特定：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスク
アセスメントの工程

解説：正しい組合せは「リスク特定：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリ
スクアセスメントの工程」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認
する。

Q0014 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント4：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

「リスク特定」は、リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメ
ントの工程。

A. ○
B. ×

Q0014 正答：○

解説：正しい。リスク特定はリスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセ
スメントの工程。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0015 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント5：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

組織が「リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
」ために採用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. リスク特定
B. リスク分析
C. リスク回避
D. 残留リスク

Q0015 正答：A. リスク特定

解説：この目的に対応するのはリスク特定である。リスク源、事象、原因、影響など
を洗い出すリスクアセスメントの工程という機能・考え方を持つためである。

Q0016 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント6：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

「リスク特定」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. 管理策を実施した後にも残るリスク
B. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
C. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
D. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

Q0016 正答：B. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメント
の工程

解説：リスク特定はリスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメント
の工程。似た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0017 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント7：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

「リスク特定」は、発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる
工程。

A. ○
B. ×

Q0017 正答：×

解説：誤り。記述はリスク分析の説明である。リスク特定はリスク源、事象、原因、
影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程。

Q0018 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント8：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

次の状況で中心となる論点はどれか。「リスク源、事象、原因、影響などを洗い
出すリスクアセスメントの工程」ことが求められている。

A. リスク回避
B. 残留リスク
C. リスク分析
D. リスク特定

Q0018 正答：D. リスク特定

解説：中心となる論点はリスク特定である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0019 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント9：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

リスク特定を選定するときは、「リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリ
スクアセスメントの工程」という本来の目的に合うかを確認する。

A. ○
B. ×

Q0019 正答：○

解説：正しい。リスク特定の選定・運用では、リスク源、事象、原因、影響などを洗
い出すリスクアセスメントの工程という目的との適合を確認する。

Q0020 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク特定
用語：リスク特定の確認ポイント10：リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

リスク特定は、リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメント
の工程という説明とは無関係である。

A. ○
B. ×

Q0020 正答：×

解説：誤り。リスク特定はまさにリスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスク
アセスメントの工程という意味を持つ。
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Q0021 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント1：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

次の説明に最も合う用語はどれか。発生可能性と影響度などを用いてリスクの大
きさを見積もる工程

A. リスク評価
B. リスク分析
C. リスク低減
D. ISMS

Q0021 正答：B. リスク分析

解説：リスク分析は、発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工
程。ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0022 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント2：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

リスク分析の説明として最も適切なものはどれか。

A. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
D. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

Q0022 正答：C. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

解説：リスク分析の要点は「発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積
もる工程」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。



情報セキュリティマネジメント試験 問題PDF 12 / 50リスク管理・ISMS 第1巻

Q0023 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント3：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク分析」である。

A. リスク評価：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
B. リスク低減：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
C. ISMS：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
D. リスク分析：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

Q0023 正答：D. リスク分析：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを
見積もる工程

解説：正しい組合せは「リスク分析：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大き
さを見積もる工程」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0024 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント4：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

「リスク分析」は、発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる
工程。

A. ○
B. ×

Q0024 正答：○

解説：正しい。リスク分析は発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積
もる工程。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0025 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント5：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

組織が「発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程」ため
に採用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. リスク評価
B. リスク分析
C. リスク低減
D. ISMS

Q0025 正答：B. リスク分析

解説：この目的に対応するのはリスク分析である。発生可能性と影響度などを用いて
リスクの大きさを見積もる工程という機能・考え方を持つためである。

Q0026 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント6：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

「リスク分析」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム
B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
D. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

Q0026 正答：C. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

解説：リスク分析は発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
。似た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0027 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント7：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

「リスク分析」は、分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工
程。

A. ○
B. ×

Q0027 正答：×

解説：誤り。記述はリスク評価の説明である。リスク分析は発生可能性と影響度など
を用いてリスクの大きさを見積もる工程。

Q0028 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント8：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

次の状況で中心となる論点はどれか。「発生可能性と影響度などを用いてリスク
の大きさを見積もる工程」ことが求められている。

A. リスク分析
B. リスク低減
C. ISMS
D. リスク評価

Q0028 正答：A. リスク分析

解説：中心となる論点はリスク分析である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0029 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント9：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

リスク分析は名称だけで判断できるため、対象や目的を確認する必要はない。

A. ○
B. ×

Q0029 正答：×

解説：誤り。リスク分析は発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積も
る工程という概念であり、対象・目的・前提条件の確認が必要である。

Q0030 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク分析
用語：リスク分析の確認ポイント10：発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

リスク分析と他の類似概念を区別する際は、「発生可能性と影響度などを用いて
リスクの大きさを見積もる工程」という定義を基準にするとよい。

A. ○
B. ×

Q0030 正答：○

解説：正しい。リスク分析の定義は発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさ
を見積もる工程であり、類似概念との区別に使える。
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Q0031 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント1：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

次の説明に最も合う用語はどれか。分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先
順位を決める工程

A. リスク回避
B. リスク共有
C. リスク評価
D. 情報資産台帳

Q0031 正答：C. リスク評価

解説：リスク評価は、分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
。ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0032 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント2：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

リスク評価の説明として最も適切なものはどれか。

A. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
B. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
C. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
D. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

Q0032 正答：D. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

解説：リスク評価の要点は「分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決め
る工程」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0033 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント3：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク評価」である。

A. リスク評価：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
B. リスク回避：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
C. リスク共有：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
D. 情報資産台帳：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

Q0033 正答：A. リスク評価：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を
決める工程

解説：正しい組合せは「リスク評価：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順
位を決める工程」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0034 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント4：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

「リスク評価」は、分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工
程。

A. ○
B. ×

Q0034 正答：○

解説：正しい。リスク評価は分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決め
る工程。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。



情報セキュリティマネジメント試験 問題PDF 18 / 50リスク管理・ISMS 第1巻

Q0035 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント5：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

組織が「分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程」ために
採用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. リスク回避
B. リスク共有
C. リスク評価
D. 情報資産台帳

Q0035 正答：C. リスク評価

解説：この目的に対応するのはリスク評価である。分析結果をリスク基準と比較し、
対応の優先順位を決める工程という機能・考え方を持つためである。

Q0036 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント6：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

「リスク評価」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
B. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
C. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
D. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

Q0036 正答：D. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

解説：リスク評価は分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程。
似た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0037 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント7：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

「リスク評価」は、リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす
対応。

A. ○
B. ×

Q0037 正答：×

解説：誤り。記述はリスク回避の説明である。リスク評価は分析結果をリスク基準と
比較し、対応の優先順位を決める工程。

Q0038 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント8：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

次の状況で中心となる論点はどれか。「分析結果をリスク基準と比較し、対応の
優先順位を決める工程」ことが求められている。

A. リスク共有
B. リスク評価
C. 情報資産台帳
D. リスク回避

Q0038 正答：B. リスク評価

解説：中心となる論点はリスク評価である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0039 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント9：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

リスク評価を選定するときは、「分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順
位を決める工程」という本来の目的に合うかを確認する。

A. ○
B. ×

Q0039 正答：○

解説：正しい。リスク評価の選定・運用では、分析結果をリスク基準と比較し、対応
の優先順位を決める工程という目的との適合を確認する。

Q0040 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク評価
用語：リスク評価の確認ポイント10：分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

リスク評価は、分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程と
いう説明とは無関係である。

A. ○
B. ×

Q0040 正答：×

解説：誤り。リスク評価はまさに分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を
決める工程という意味を持つ。
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Q0041 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント1：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

次の説明に最も合う用語はどれか。リスクの原因となる活動を中止又は変更して
リスクをなくす対応

A. リスク低減
B. リスク保有
C. リスク特定
D. リスク回避

Q0041 正答：D. リスク回避

解説：リスク回避は、リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対
応。ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0042 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント2：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

リスク回避の説明として最も適切なものはどれか。

A. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
D. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程

Q0042 正答：A. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

解説：リスク回避の要点は「リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをな
くす対応」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0043 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント3：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク回避」である。

A. リスク低減：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
B. リスク回避：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
C. リスク保有：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
D. リスク特定：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

Q0043 正答：B. リスク回避：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスク
をなくす対応

解説：正しい組合せは「リスク回避：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリ
スクをなくす対応」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0044 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント4：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

「リスク回避」は、リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす
対応。

A. ○
B. ×

Q0044 正答：○

解説：正しい。リスク回避はリスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをな
くす対応。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0045 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント5：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

組織が「リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応」ため
に採用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. リスク低減
B. リスク保有
C. リスク特定
D. リスク回避

Q0045 正答：D. リスク回避

解説：この目的に対応するのはリスク回避である。リスクの原因となる活動を中止又
は変更してリスクをなくす対応という機能・考え方を持つためである。

Q0046 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント6：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

「リスク回避」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
B. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
C. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
D. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

Q0046 正答：A. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

解説：リスク回避はリスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
。似た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0047 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント7：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

「リスク回避」は、管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応。

A. ○
B. ×

Q0047 正答：×

解説：誤り。記述はリスク低減の説明である。リスク回避はリスクの原因となる活動
を中止又は変更してリスクをなくす対応。

Q0048 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント8：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

次の状況で中心となる論点はどれか。「リスクの原因となる活動を中止又は変更
してリスクをなくす対応」ことが求められている。

A. リスク保有
B. リスク特定
C. リスク回避
D. リスク低減

Q0048 正答：C. リスク回避

解説：中心となる論点はリスク回避である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0049 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント9：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

リスク回避は名称だけで判断できるため、対象や目的を確認する必要はない。

A. ○
B. ×

Q0049 正答：×

解説：誤り。リスク回避はリスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなく
す対応という概念であり、対象・目的・前提条件の確認が必要である。

Q0050 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク回避
用語：リスク回避の確認ポイント10：リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応

リスク回避と他の類似概念を区別する際は、「リスクの原因となる活動を中止又
は変更してリスクをなくす対応」という定義を基準にするとよい。

A. ○
B. ×

Q0050 正答：○

解説：正しい。リスク回避の定義はリスクの原因となる活動を中止又は変更してリス
クをなくす対応であり、類似概念との区別に使える。
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Q0051 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント1：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

次の説明に最も合う用語はどれか。管理策によって発生可能性又は影響度を下げ
る対応

A. リスク低減
B. リスク共有
C. 残留リスク
D. リスク分析

Q0051 正答：A. リスク低減

解説：リスク低減は、管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応。ほかの選
択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0052 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント2：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

リスク低減の説明として最も適切なものはどれか。

A. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. 管理策を実施した後にも残るリスク
D. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程

Q0052 正答：B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

解説：リスク低減の要点は「管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応」で
ある。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0053 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント3：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク低減」である。

A. リスク共有：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
B. 残留リスク：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. リスク低減：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
D. リスク分析：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

Q0053 正答：C. リスク低減：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

解説：正しい組合せは「リスク低減：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる
対応」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0054 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント4：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

「リスク低減」は、管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応。

A. ○
B. ×

Q0054 正答：○

解説：正しい。リスク低減は管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応。実
務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0055 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント5：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

組織が「管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応」ために採用すべき
概念又は仕組みはどれか。

A. リスク低減
B. リスク共有
C. 残留リスク
D. リスク分析

Q0055 正答：A. リスク低減

解説：この目的に対応するのはリスク低減である。管理策によって発生可能性又は影
響度を下げる対応という機能・考え方を持つためである。

Q0056 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント6：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

「リスク低減」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. 管理策を実施した後にも残るリスク
D. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

Q0056 正答：B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

解説：リスク低減は管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応。似た用語と
の違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0057 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント7：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

「リスク低減」は、保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
。

A. ○
B. ×

Q0057 正答：×

解説：誤り。記述はリスク共有の説明である。リスク低減は管理策によって発生可能
性又は影響度を下げる対応。

Q0058 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント8：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

次の状況で中心となる論点はどれか。「管理策によって発生可能性又は影響度を
下げる対応」ことが求められている。

A. 残留リスク
B. リスク分析
C. リスク共有
D. リスク低減

Q0058 正答：D. リスク低減

解説：中心となる論点はリスク低減である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0059 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント9：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

リスク低減を選定するときは、「管理策によって発生可能性又は影響度を下げる
対応」という本来の目的に合うかを確認する。

A. ○
B. ×

Q0059 正答：○

解説：正しい。リスク低減の選定・運用では、管理策によって発生可能性又は影響度
を下げる対応という目的との適合を確認する。

Q0060 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク低減
用語：リスク低減の確認ポイント10：管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

リスク低減は、管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応という説明と
は無関係である。

A. ○
B. ×

Q0060 正答：×

解説：誤り。リスク低減はまさに管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
という意味を持つ。
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Q0061 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント1：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

次の説明に最も合う用語はどれか。保険や契約などを通じてリスクの一部を他者
と分担する対応

A. リスク保有
B. リスク共有
C. ISMS
D. リスク評価

Q0061 正答：B. リスク共有

解説：リスク共有は、保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応。
ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0062 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント2：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

リスク共有の説明として最も適切なものはどれか。

A. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム
C. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
D. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程

Q0062 正答：C. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

解説：リスク共有の要点は「保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する
対応」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。



情報セキュリティマネジメント試験 問題PDF 32 / 50リスク管理・ISMS 第1巻

Q0063 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント3：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク共有」である。

A. リスク保有：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
B. ISMS：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
C. リスク評価：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
D. リスク共有：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

Q0063 正答：D. リスク共有：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担
する対応

解説：正しい組合せは「リスク共有：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と
分担する対応」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0064 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント4：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

「リスク共有」は、保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
。

A. ○
B. ×

Q0064 正答：○

解説：正しい。リスク共有は保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する
対応。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0065 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント5：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

組織が「保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応」ために採
用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. リスク保有
B. リスク共有
C. ISMS
D. リスク評価

Q0065 正答：B. リスク共有

解説：この目的に対応するのはリスク共有である。保険や契約などを通じてリスクの
一部を他者と分担する対応という機能・考え方を持つためである。

Q0066 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント6：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

「リスク共有」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. 分析結果をリスク基準と比較し、対応の優先順位を決める工程
B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム
C. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
D. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

Q0066 正答：C. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

解説：リスク共有は保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応。似
た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0067 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント7：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

「リスク共有」は、評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応。

A. ○
B. ×

Q0067 正答：×

解説：誤り。記述はリスク保有の説明である。リスク共有は保険や契約などを通じて
リスクの一部を他者と分担する対応。

Q0068 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント8：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

次の状況で中心となる論点はどれか。「保険や契約などを通じてリスクの一部を
他者と分担する対応」ことが求められている。

A. リスク共有
B. ISMS
C. リスク評価
D. リスク保有

Q0068 正答：A. リスク共有

解説：中心となる論点はリスク共有である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0069 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント9：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

リスク共有は名称だけで判断できるため、対象や目的を確認する必要はない。

A. ○
B. ×

Q0069 正答：×

解説：誤り。リスク共有は保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対
応という概念であり、対象・目的・前提条件の確認が必要である。

Q0070 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク共有
用語：リスク共有の確認ポイント10：保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

リスク共有と他の類似概念を区別する際は、「保険や契約などを通じてリスクの
一部を他者と分担する対応」という定義を基準にするとよい。

A. ○
B. ×

Q0070 正答：○

解説：正しい。リスク共有の定義は保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分
担する対応であり、類似概念との区別に使える。
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Q0071 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント1：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

次の説明に最も合う用語はどれか。評価したリスクを受容し、追加対策を行わず
保持する対応

A. 残留リスク
B. 情報資産台帳
C. リスク保有
D. リスク回避

Q0071 正答：C. リスク保有

解説：リスク保有は、評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応。ほ
かの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0072 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント2：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

リスク保有の説明として最も適切なものはどれか。

A. 管理策を実施した後にも残るリスク
B. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
C. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
D. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

Q0072 正答：D. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

解説：リスク保有の要点は「評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対
応」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0073 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント3：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「リスク保有」である。

A. リスク保有：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
B. 残留リスク：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
C. 情報資産台帳：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応
D. リスク回避：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

Q0073 正答：A. リスク保有：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持す
る対応

解説：正しい組合せは「リスク保有：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保
持する対応」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0074 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント4：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

「リスク保有」は、評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応。

A. ○
B. ×

Q0074 正答：○

解説：正しい。リスク保有は評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対
応。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0075 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント5：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

組織が「評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応」ために採用
すべき概念又は仕組みはどれか。

A. 残留リスク
B. 情報資産台帳
C. リスク保有
D. リスク回避

Q0075 正答：C. リスク保有

解説：この目的に対応するのはリスク保有である。評価したリスクを受容し、追加対
策を行わず保持する対応という機能・考え方を持つためである。

Q0076 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント6：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

「リスク保有」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. リスクの原因となる活動を中止又は変更してリスクをなくす対応
B. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
C. 管理策を実施した後にも残るリスク
D. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

Q0076 正答：D. 評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

解説：リスク保有は評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応。似た
用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0077 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント7：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

「リスク保有」は、管理策を実施した後にも残るリスク。

A. ○
B. ×

Q0077 正答：×

解説：誤り。記述は残留リスクの説明である。リスク保有は評価したリスクを受容し
、追加対策を行わず保持する対応。

Q0078 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント8：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

次の状況で中心となる論点はどれか。「評価したリスクを受容し、追加対策を行
わず保持する対応」ことが求められている。

A. 情報資産台帳
B. リスク保有
C. リスク回避
D. 残留リスク

Q0078 正答：B. リスク保有

解説：中心となる論点はリスク保有である。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0079 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント9：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

リスク保有を選定するときは、「評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保
持する対応」という本来の目的に合うかを確認する。

A. ○
B. ×

Q0079 正答：○

解説：正しい。リスク保有の選定・運用では、評価したリスクを受容し、追加対策を
行わず保持する対応という目的との適合を確認する。

Q0080 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：リスク保有
用語：リスク保有の確認ポイント10：評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応

リスク保有は、評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持する対応という
説明とは無関係である。

A. ○
B. ×

Q0080 正答：×

解説：誤り。リスク保有はまさに評価したリスクを受容し、追加対策を行わず保持す
る対応という意味を持つ。
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Q0081 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント1：管理策を実施した後にも残るリスク

次の説明に最も合う用語はどれか。管理策を実施した後にも残るリスク

A. ISMS
B. リスク特定
C. リスク低減
D. 残留リスク

Q0081 正答：D. 残留リスク

解説：残留リスクは、管理策を実施した後にも残るリスク。ほかの選択肢は目的又は
適用場面が異なる。

Q0082 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント2：管理策を実施した後にも残るリスク

残留リスクの説明として最も適切なものはどれか。

A. 管理策を実施した後にも残るリスク
B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム
C. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
D. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応

Q0082 正答：A. 管理策を実施した後にも残るリスク

解説：残留リスクの要点は「管理策を実施した後にも残るリスク」である。名称が似
た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0083 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント3：管理策を実施した後にも残るリスク

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「残留リスク」である。

A. ISMS：管理策を実施した後にも残るリスク
B. 残留リスク：管理策を実施した後にも残るリスク
C. リスク特定：管理策を実施した後にも残るリスク
D. リスク低減：管理策を実施した後にも残るリスク

Q0083 正答：B. 残留リスク：管理策を実施した後にも残るリスク

解説：正しい組合せは「残留リスク：管理策を実施した後にも残るリスク」。用語だ
けでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認する。

Q0084 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント4：管理策を実施した後にも残るリスク

「残留リスク」は、管理策を実施した後にも残るリスク。

A. ○
B. ×

Q0084 正答：○

解説：正しい。残留リスクは管理策を実施した後にも残るリスク。実務では対象、目
的、前提条件を併せて確認する。
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Q0085 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント5：管理策を実施した後にも残るリスク

組織が「管理策を実施した後にも残るリスク」ために採用すべき概念又は仕組み
はどれか。

A. ISMS
B. リスク特定
C. リスク低減
D. 残留リスク

Q0085 正答：D. 残留リスク

解説：この目的に対応するのは残留リスクである。管理策を実施した後にも残るリス
クという機能・考え方を持つためである。

Q0086 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント6：管理策を実施した後にも残るリスク

「残留リスク」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれ
か。

A. 管理策を実施した後にも残るリスク
B. 管理策によって発生可能性又は影響度を下げる対応
C. リスク源、事象、原因、影響などを洗い出すリスクアセスメントの工程
D. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

Q0086 正答：A. 管理策を実施した後にも残るリスク

解説：残留リスクは管理策を実施した後にも残るリスク。似た用語との違いは、対象
、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0087 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント7：管理策を実施した後にも残るリスク

「残留リスク」は、情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネ
ジメントシステム。

A. ○
B. ×

Q0087 正答：×

解説：誤り。記述はISMSの説明である。残留リスクは管理策を実施した後にも残るリ
スク。

Q0088 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント8：管理策を実施した後にも残るリスク

次の状況で中心となる論点はどれか。「管理策を実施した後にも残るリスク」こ
とが求められている。

A. リスク特定
B. リスク低減
C. 残留リスク
D. ISMS

Q0088 正答：C. 残留リスク

解説：中心となる論点は残留リスクである。判断では、説明中の目的語と処理の方向
を手掛かりにする。
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Q0089 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント9：管理策を実施した後にも残るリスク

残留リスクは名称だけで判断できるため、対象や目的を確認する必要はない。

A. ○
B. ×

Q0089 正答：×

解説：誤り。残留リスクは管理策を実施した後にも残るリスクという概念であり、対
象・目的・前提条件の確認が必要である。

Q0090 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：残留リスク
用語：残留リスクの確認ポイント10：管理策を実施した後にも残るリスク

残留リスクと他の類似概念を区別する際は、「管理策を実施した後にも残るリス
ク」という定義を基準にするとよい。

A. ○
B. ×

Q0090 正答：○

解説：正しい。残留リスクの定義は管理策を実施した後にも残るリスクであり、類似
概念との区別に使える。
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Q0091 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント1：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

次の説明に最も合う用語はどれか。情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理
・改善するマネジメントシステム

A. ISMS
B. 情報資産台帳
C. リスク分析
D. リスク共有

Q0091 正答：A. ISMS

解説：ISMSは、情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメント
システム。ほかの選択肢は目的又は適用場面が異なる。

Q0092 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント2：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

ISMSの説明として最も適切なものはどれか。

A. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録
B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム
C. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
D. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応

Q0092 正答：B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメ
ントシステム

解説：ISMSの要点は「情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジ
メントシステム」である。名称が似た概念でも、対象とする処理や目的を区別する。
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Q0093 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント3：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

用語と説明の組合せとして適切なものはどれか。論点は「ISMS」である。

A. 情報資産台帳：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメン
トシステム
B. リスク分析：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメント
システム
C. ISMS：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシス
テム
D. リスク共有：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメント
システム

Q0093 正答：C. ISMS：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマ
ネジメントシステム

解説：正しい組合せは「ISMS：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善す
るマネジメントシステム」。用語だけでなく、何を守り、何を処理する概念かを確認
する。

Q0094 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント4：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

「ISMS」は、情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメ
ントシステム。

A. ○
B. ×

Q0094 正答：○

解説：正しい。ISMSは情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジ
メントシステム。実務では対象、目的、前提条件を併せて確認する。
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Q0095 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント5：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

組織が「情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシ
ステム」ために採用すべき概念又は仕組みはどれか。

A. ISMS
B. 情報資産台帳
C. リスク分析
D. リスク共有

Q0095 正答：A. ISMS

解説：この目的に対応するのはISMSである。情報セキュリティを組織的かつ継続的に
管理・改善するマネジメントシステムという機能・考え方を持つためである。

Q0096 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント6：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

「ISMS」について、誤解を避けるための説明として最も適切なものはどれか。

A. 保険や契約などを通じてリスクの一部を他者と分担する対応
B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム
C. 発生可能性と影響度などを用いてリスクの大きさを見積もる工程
D. 情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記録

Q0096 正答：B. 情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメ
ントシステム

解説：ISMSは情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシ
ステム。似た用語との違いは、対象、時点、責任又は処理方法にある。
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Q0097 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント7：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

「ISMS」は、情報資産の名称、所有者、重要度、保管場所などを一覧化した記
録。

A. ○
B. ×

Q0097 正答：×

解説：誤り。記述は情報資産台帳の説明である。ISMSは情報セキュリティを組織的か
つ継続的に管理・改善するマネジメントシステム。

Q0098 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント8：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

次の状況で中心となる論点はどれか。「情報セキュリティを組織的かつ継続的に
管理・改善するマネジメントシステム」ことが求められている。

A. リスク分析
B. リスク共有
C. 情報資産台帳
D. ISMS

Q0098 正答：D. ISMS

解説：中心となる論点はISMSである。判断では、説明中の目的語と処理の方向を手掛
かりにする。
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Q0099 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント9：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

ISMSを選定するときは、「情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善
するマネジメントシステム」という本来の目的に合うかを確認する。

A. ○
B. ×

Q0099 正答：○

解説：正しい。ISMSの選定・運用では、情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理
・改善するマネジメントシステムという目的との適合を確認する。

Q0100 答え・解説

リスク管理・ISMS
タグ：ISMS
用語：ISMSの確認ポイント10：情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメントシステム

ISMSは、情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマネジメント
システムという説明とは無関係である。

A. ○
B. ×

Q0100 正答：×

解説：誤り。ISMSはまさに情報セキュリティを組織的かつ継続的に管理・改善するマ
ネジメントシステムという意味を持つ。


